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Ⅰ．はじめに
　附属特別支援学校の依頼により，７年前から教育学
部音楽教育専攻の有志学生の演奏による音楽鑑賞教室
及び訪問演奏による事前学習を開催してきた。また，
12月には附属幼稚園開催のクリスマスコンサートに
特別支援学校児童生徒も合同で鑑賞参加するのが近年
の恒例行事となっている。
　これまで行ってきた音楽鑑賞教室は，その場その時
にしか存在しない「生演奏」を提供，または鑑賞する
という点で，音楽専攻学生及び特別支援学校の児童生
徒の双方にとって有意義であったといえる。しかし，
双方が，より積極的に意図を見出し，この場を活用す
るような取り組みを行うことによって，年々その意義
を深める活動へとつなげることができると考えた。す
なわち，音楽専攻学生にとっては，特別支援学校の児
童生徒に見られる多様な反応を注意深く観察し，また
特別支援学校教員との連携を強化することにより，よ
り明確な意図をもった企画構成や場の雰囲気つくり，
良質な演奏等において，より一層明確な意図をもって
取り組むことが期待される。また，児童生徒それぞれ
が個別の目標や支援プログラムを持つ特別支援学校に
とっては，ひとくくりに「生演奏の機会はよいものだ」
というのではなく，より具体的な意図をもち支援につ
なげ，その変容を観察し継続的な学び・成長の場とし
てつなげていく視点を持つことにより，一つの研究
テーマとなると考えた。今回ここにまとめるものは，
音楽専攻学生と児童生徒が共に育つための音楽鑑賞教
室の実践を，今後継続的に深めていくための共同研究
の第一歩であり，情報交換をしながらより良い支援の
手立て，観察の視点を模索しながら進めてきた基礎研
究である。
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Ⅱ．研究の目的と方法
　本研究の目的は，これまでも行ってきた音楽鑑賞教
室に際し，教育学部と特別支援学校の双方で「ねらい」
を設定し，それぞれが，取り組み期間，事前学習や鑑
賞教室当日，事後における変容の観察，手立ての工夫
などを記録し考察することにより，関わる音楽専攻学
生と特別支援学校の児童生徒が共に育つ音楽鑑賞教室
の実践へとつなげ，その意義をより明白にとらえよう
とするものである。
　具体的な方法として，今年度は９月に実施した事前
学習および鑑賞教室実施に際し，音楽専攻学生は特別
支援学校のねらいに即した企画立案，演奏および児童
生徒の観察を行う。また特別支援学校側としては支援
の手立てを共有し，教員や家族の協力により児童生徒
の生活・学習における意欲・関心・態度の変容を見取
り，手立ての有効性をまとめる。加えて，随時打ち合
わせを行い，音楽専攻学生と特別支援学校の情報交換
を行うことにより，音楽鑑賞教室をとおして相互のね
らいが達成できるような実践へとつなげ，その意義を
明らかにする。
Ⅲ．先行研究
　音楽鑑賞教室は，自治体や教育区毎に教育委員会等
がとりまとめを行い，地域の小中学校の一学年が集い
プロフェッショナルのオーケストラを招聘して行う活
動が一般的に普及している。群馬県内でも群馬交響楽
団による同様の音楽鑑賞教室が，長年行われている。
では，音楽鑑賞教室を扱った研究に着目すると，音楽
を学ぶ学生が小中学生のために音楽鑑賞教室を行い，
演奏の選曲や工夫に関わる取り組みを行っているもの
は，三戸氏（2010）による国立音楽大学のものがある
が，演奏家養成を目的に鑑賞教室で行う楽器紹介を
扱っている。また，障害のある子供の療養センター等
での音楽鑑賞教室について述べられた吉永氏（1998）
のものは，吉永氏はじめ教員による訪問演奏が主題で
ある。馬場氏（2000）は招聘した金管五重奏による鑑
賞教室を日常の小学校授業と関連させた研究を行って
おり，興味深い。以上のような先行研究が見られるが，
本研究のように特別支援学校における音楽鑑賞教室に
関して，音楽学生の取り組みと特別支援学校側の取り
組みを連携させたものは見当たらない。
Ⅳ．共同研究の流れと分担
　今回の共同研究では，教育学部と附属特別支援学校
のそれぞれがねらいを設定し，お互いの取り組みが効
果的に進むよう適宜連携して，必要があれば協議の上
軌道修正するように努めた。以下に，その取り組みの
流れと具体的な分担について述べる。
１．取り組みの流れ
　まず，音楽鑑賞教室の２カ月程度前に第１回打ち合
わせを行い，その後の協働の役割を協議した。以後，
下記の（１）から（６）の流れで取り組みを行った。
（１）第１回打ち合わせ（約２ヶ月前）
　実施日の検討，共同研究としてのねらいの設定，双
方の分担を協議，確認。事前学習を経て，当日を迎え
る等の大まかな流れを双方で確認した。この時点より，
学部側では選曲等の企画案の作成を開始した。
（２）約１か月前
　事前学習日程の決定，鑑賞教室当日の演奏曲目の決
定およびその音源の用意を行った。
（３）第２回打ち合わせ（約３週間前）
　主に，事前学習と鑑賞教室当日の企画案を詳細に打
ち合わせた。この時，学部学生による企画案が特別支
援学校側の「ねらい」に貢献する内容となっているか
に着目しプログラムの順序等を調整した。
　前半は主に「きちんと聴く」場面とし，今回，新し
い企画として導入した打楽器演奏として「表現する部
分」や知っている曲を一緒に歌う等の「活動的な場面」
は後半に配置した。また，打楽器の体験的学習を事前
学習にも取り入れることや，その際に，感覚過敏の生
徒等も考慮にいれながら用意する打楽器の種類と数を
検討することを協議した。当初，タンバリンや鈴等高
い倍音（響き）が多く含まれる金属音が目立つ楽器は
懸案であったが，用意する数を限定する等の方策を講
じた。
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（４）事前学習（４日前）
　事前学習は，当日に向けてのスモールステップとし
て，人数的にも多少小規模となるよう学部別に行い，
生演奏に触れるという体験を重視して行った。特に，
児童生徒にとって「楽器そのものやそれを演奏する姿
を間近で見ることができる機会」としての位置づけを
意識した。また，当日演奏予定の曲をCD等の音源では
なく実際に聴くことや，演奏したい楽器を選び，曲に
合わせての打楽器演奏を体験する，知っている映画の
主題歌や校歌を一緒に歌う等の活動を行うことをとお
して，当日にむけての意欲や期待を高めたり，場に慣
れたりすることを目的とした。
　音楽専攻学生側は，企画，演奏と進行を担当し，特
別支援学校の児童生徒の反応を間近に観察・記録し，
また状況に応じて進行する機会とした。
■午前の部：小学部　１－４年生
　　平成26年９月25日（木），10：10－10：40
　　演奏者：教育学部音楽専攻学生13名
　　進行：音楽専攻２年生
■午後の部：中学部および高等部
　　平成26年９月25日（木），13：00－13：30
　　演奏者：教育学部音楽専攻学生８名
　　進行：音楽専攻４年生
　　内容：当日の曲から演奏，曲中にソロで登場する楽器の紹
介と弦楽器３種類を大きさ比較して紹介，「ファランドー
ル」に合わせて打楽器体験，「Let it go（アナと雪の女王）」
（５）音楽鑑賞教室当日
　事前学習の成果をふまえて，当日の児童生徒の実態
に合わせて学生の進行や特別支援学校教員の支援の両
方において留意しながら実施した。プログラムは以下
のとおりである。
日時：平成26年９月29日（月），11：00－11：40
場所：附属特別支援学校体育館
演奏者：教育学部音楽専攻学生と有志学生：53名
進行：音楽専攻４年生
曲目：ホルスト作曲：吹奏楽のための第１組曲（全３楽章）
　　　ビゼー作曲：『アルルの女』第１組曲より「カリヨン」
　　　ビゼー作曲：『アルルの女』第２組曲より「ファランドール」
　　　指揮者になってみよう！（指揮者体験）「ファランドール」
　　　打楽器をやってみよう！「ファランドール」
　　　映画「アナと雪の女王」より「Let it go」（一緒に歌う）
　　　附属特別支援学校校歌（一緒に歌う）
　指揮者になってみよう！のコーナーでは，小学部，
中学部，高等部から各１名ずつ児童生徒が指揮者の体
験をした（写真１）。
（６）実施後の総括
　音楽鑑賞教室実施後は，特別支援学校側は引き続き
児童生徒の変容について観察を行い，教員や家庭から
の聞き取り等から得た様子を研究者チームで総括し
た。音楽専攻学生側では，運営班や司会者を中心に有
志学生が観察した児童生徒の様子を記述し，特別支援
学校側からの見取りと照合することにより，手立ての
効果について考察をした。
２．共同研究における分担とその概要
　共同研究における，具体的な双方の分担と概要を述
べる。
　まず教育学部側の分担は，音楽鑑賞教室の選曲を含
めた企画およびその演奏である。学生が主体となるよ
うに教員が指導し，鑑賞教室の運営班が中心となり演
奏曲目や鑑賞教室の流れを考えた。この運営班は，鑑
賞教室の実施時期が９月で３年生が教育実習中のため
２年生３名および学生指揮者の４年生２名であった。
企画の原案を教員と運営班から特別支援側に提案し，
Ⅳの１（１）（３）の打ち合わせを経て，企画案の修正
を行い事前学習および当日の演奏に臨んだ。立案だけ
でなく演奏の当日は事前学習，鑑賞教室の両方におい
て，学生による進行，学生指揮による演奏を行い，実
際の演奏会そのものの流れと質をつくりあげる工夫を
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写真１　指揮者体験の様子
体験した。事前学習は，鑑賞教室の４日前で午前の部
（小学部）と午後の部（中学部と高等部の合同）に分
かれていたが，各回終了時に児童生徒の反応をもとに
進行や演奏に関して反省し，工夫を重ねていった。鑑
賞教室実施後は，学生それぞれが観察した児童生徒の
様子を記述し，特別支援側からの見取りと照合するこ
とにより，手立ての効果について考察をした。
　次に，附属特別支援学校側の分担は，音楽学生側へ
の企画に関する助言，および特別支援学校内での支援，
手立ての共有に加えて，児童生徒の変容の見取りを短
期・中期的に行うことである。具体的には，事前学習
と鑑賞教室当日にむけての支援の手立てを，松本教務
主任および石井学習指導主任，木村音楽主任を中心に
立案し校内で共有し，各学部や児童生徒個人の実態に
応じた取り組みを行った。また，中長期的な変容にも
着目するため家庭にも呼びかけて，事前・事後にかけ
て継続的に観察することにより児童生徒の変容を見
取った。
Ⅴ．附属特別支援学校側の取り組み
　ここでは，音楽鑑賞教室をとおして見られた児童生
徒の様子や変容について，附属特別支援学校側が行っ
た取り組みを，ねらい，ねらい達成にむけた具体的な
手立て，継続的な観察から特に変容のみられた２名の
児童生徒の様子について述べ，考察する。
１．音楽鑑賞教室のねらい
・オーケストラの演奏を鑑賞することをとおして，
様々な楽器の音色や音の重なりを味わうこと
・ダンスや楽器演奏などの表現活動をとおして，リズ
ムの特徴を感じ，音の響きを楽しむこと
２．ねらいの達成に向けた具体的な手立て
（１）活動に見通しを持たせるための手立て
・オーケストラの生演奏に慣れていない児童生徒のい
ることが想定されるので，事前学習の機会を設けて，
小規模の生演奏を聴いたり，実際に楽器に触れたり
することで，スモールステップで生演奏に慣れるこ
とができるようにする。
・児童生徒が音楽鑑賞教室で演奏される曲に親しめる
よう，児童生徒にとって馴染みのある曲を選曲する。
当日の演奏内容と同じ曲を録音したCDを各クラス
に配布し，休憩や給食の際に聞く機会を設ける。
・児童や教師に配布するプログラムに曲の内容や参加
の仕方を明示する。
（２）児童生徒の実態に応じて，自分なりの参加がで
きるようにするための手立て
・当日の演奏内容は，児童生徒が体全体で音楽活動に
親しむことができるように，指揮者体験や打楽器の
演奏体験，演奏に合わせて歌う機会を用意する。ま
た，プログラムの構成としては，前半は演奏を聴く
場面を中心とし，後半に進むに従って体験する場面
や歌う場面が増える構成とする。
（３）その他の手立て
・日常行っている授業の１単位時間に合わせ，演奏の
総時間を45～50分間程度とする。
・観客席から演奏の様子を見やすくしたり音の響きが
良くなったりするように，体育館のステージとス
テージ前に設置したひな壇，フロアを活用して演奏
者を配置する。
３．児童生徒の様子，変容
（１）Ａさん（中１，女子）
①音楽活動に関する興味関心やその他の実態など
　家庭では保護者と一緒に童謡を歌ったり，学校での
合奏の授業では曲に合わせて，マラカスを振って演奏
をしたりと音楽活動に親しむことが好きな生徒であ
る。友だちの様子やその場の雰囲気など周囲の様子を
よく見ており，それによって気分が高揚したり緊張し
たりと，情緒面で周囲の様子に影響を受けやすい傾向
がある。
②事前学習前の生徒の様子
　今年度も夏休みが明けると，「音楽鑑賞会はいつ？」
「お母さんも呼んでいい？」と教師にしきりに尋ね，
音楽鑑賞会を楽しみにしている様子が伝わってきた。
給食の時間に音楽鑑賞教室で演奏される予定のCDを
かけると，腕を動かし指揮のまねをし始める姿が見ら
れた。そこで，音楽鑑賞教室で行われる指揮者体験に
ついて紹介した。「指揮者をやってみますか」と教師が
尋ねると，Ａさんは「やってみたい」と答えた。また，
今回の音楽鑑賞教室では，児童生徒が好きな曲をリク
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エストできることとなった。リクエストしたい曲を尋
ねると，Ａさんは「アナがいいの」と話し，『アナと雪
の女王』の「Let it go」をリクエストしていた。
③事前学習中，事前学習後の生徒の様子
　事前学習当日は，「今日は事前学習があるの」と教師
や友だちに話し，大変楽しみにしている様子が伝わっ
てきた。しかしながら実際に事前学習の会場に入ると，
顔がこわばり，本物の楽器がたくさんあることや演奏
をする準備をしている会場の雰囲気に緊張している事
が伝わってきた。いざ演奏が始まると，楽器の音量や
低音の響きに驚いてしまい泣き出してしまった。
　事前学習では，楽器の紹介や，音楽鑑賞教室で行わ
れる曲のフレーズ紹介などが行われた。CDで聞いたこ
とのある曲や，「Let it go」が演奏されると，だんだん
と気持ちが落ち着き，泣き止んだ。演奏後に，「指揮者
をやってみますか」とＡさんに尋ねると，「ううん」と
悩んでいる様子だった。そこで，保護者とも相談をし，
今年度の指揮者体験は見送ることとした。
④音楽鑑賞教室当日の生徒の様子
　当日の朝は「音楽鑑賞教室楽しみ」と話していたが，
会場に入ると表情がこわばり緊張した様子が伝わって
きた。教師が隣に座り「事前学習と同じだよ，大丈夫」
と言葉をかけた。演奏が始まると，事前学習の時のこ
とを思い出したのか，「あれはフルート」と楽器を指差
したり，曲に合わせて体を揺らしたりする姿が見られ
るようになった。また，打楽器を使って演奏に参加し，
演奏を楽しむことができた。そして，『アナと雪の女王』
の曲が演奏された時には，一緒に歌を歌い，大学生が
扮したキャラクターと握手をしたり，写真を撮ったり
して楽しむことができた（写真２）。演奏会の最後に校
歌を歌う際には，大きな声で歌いきることができた。
⑤音楽鑑賞教室を終えてからの生徒の変容
　音楽鑑賞教室以降，「音楽鑑賞教室にはオラフが来た
ね，アナが来たね」と話し，当日のことを楽しげに思
い出す姿が見られた。また，教室内で友だちが歌を歌っ
ている，一緒に歌い出す姿から，みんなと一緒に楽し
く歌うことへの関心が高まったように思われる。教師
が「来年は指揮者をやってみますか」と尋ねると，「絶
対やりたい」と答え，来年度の音楽鑑賞教室を楽しみ
にしている様子である。
（２）Ｂ君（小２，男子）
①音楽活動に関する興味関心やその他の実態など
　学級担任が朝の会や帰りの会でギターを演奏する
と，近くまできて笑顔で音色を聞いたり，自分から触
れて音を出そうとしたりする。また，ダンスが大好き
で，アニメのテーマソングのCDをかけたり，教師が歌
詞を口ずさんだりすると，音色やリズムに合わせて首
を振ったり，体を動かしたりする。発語はごく少なく，
言葉で感情を表現することはあまりないが，表情や行
動からＢ君の感情を推察することができる。活動の見
通しを持つことが苦手で，儀式的な行事や健康診断な
ど，日常と違う雰囲気の会場には入れずに，入り口付
近で見ていることもある。
②事前学習前の児童の様子
　CDをかけるとプレイヤーに近づき，耳を近付けてよ
く聴いていた。学級担任がいつもかけている曲（「はら
ぺこあおむし」）ではないことに気付き，興味を持って
聴いていたと推測できる。
③事前学習中，事前学習後の児童の様子
　会場の入り口から中をのぞくと，会場に設置された
楽器に向かって歩いて行った。学級担任が教室で演奏
するギターに似た楽器があり，興味関心を持ったと推
測できる。演奏が始まると，ギターとは違った音色や
複数の楽器の音の重なりに興味関心を持った様子で，
約20分間の演奏を座って聴くことができた。
④音楽鑑賞教室当日の児童の様子
　学級の友だちと一緒に並んで体育館の前まで移動し
た。儀式的な行事であれば体育館の入り口前で足を止
めたり教室へ引き返したりしてしまうことがある。体
育館の入り口から中をのぞき，たくさんの楽器が設置
され，音楽科の学生たちが演奏の準備をしているのを
見ると，自分の席まで移動することができた。体育館
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写真２　歌を歌い，楽しんでいる様子のＡさん
の様子と事前学習で学習したこととが結びつき，「これ
から楽器の演奏が始まるのかもしれない」という見通
しや期待感を持つことができたと推測できる。
　演奏が始まると，教室でCDを聴くときと同じよう
に，メロディーやリズムに合わせて足や頭を動かしな
がら聴いていた。楽器を使った演奏の場面では，学生
に差し出されたマラカスを手に取り，曲に合わせてマ
ラカスを振ることができた（写真３）。演奏会終了後は
会場内を歩いて回り，様々な楽器に触れる姿（写真４）
から，楽器への興味関心が広がったと推測できた。
⑤音楽鑑賞教室を終えてからの児童の変容
　教室に置いてある楽器を自分から手にとって鳴らし
たり，帰りの会の歌を歌ったりと，音楽鑑賞会の前と
同じように楽器や音楽活動への興味を持っている。今
後は，授業や行事でＢ君が様々な楽器や音楽活動へ触
れることが出来るようにして，興味関心をさらに広げ
ていきたいと考える。
４．考察
　ＡさんとＢ君の２名が音楽鑑賞会に参加し，オーケ
ストラの演奏を楽しむことができたことは，２（１）
（２）に示した手立てが有効であったためであると考
える。
（１）活動に見通しを持たせるための手立て
　事前学習として，小さい規模での生演奏に触れる機
会を持つことができたため，音楽鑑賞会当日には大人
数での演奏に驚くことなく楽しむことができた。児童
生徒に馴染みのある曲をプログラムに取り入れたり，
馴染みのある曲を録音したCDを事前に受け取って曲
を聴いておくようにしておいたりすることで，「この曲
は聴いたことがある」「次は『アナと雪の女王の曲』だ」
と見通しを持って演奏を楽しむことができた。
（２）児童生徒の実態に応じて，自分なりの参加がで
きるようにするための手立て
　音楽を聴く，指揮者の体験をする，打楽器を演奏す
る，歌うといったように，多様な活動を含むプログラ
ムとなっていたため，ＡさんＢ君とも，自分の得意な
ことを生かして活動に参加することができた。Ａさん
については，来年度このような音楽鑑賞会が行われれ
ば，指揮者体験に挑戦する姿が見られるかもしれない。
今回のようなプログラムの演奏会を毎年続けて行って
いくことが出来れば，児童一人一人の音楽活動に対す
る興味関心の経年変化を見取っていくことができると
感じた。
　年に一度の機会であるが，音楽鑑賞会をとおして楽
器や音楽活動への興味関心が高まったことが変容であ
ると言える。今後は２名以外の児童生徒についても様
子の観察や考察を行っていきたい。
Ⅵ．教育学部側の取り組み
　ここでは，教育学部の音楽専攻学生が行った取り組
みを，ねらい，ねらい達成にむけた具体的な手立てと
成果について述べ，考察する。
１　音楽鑑賞教室のねらい
（１）特別支援学校が設定する鑑賞教室のねらいを理
解して企画構成を学生主体で行うこと，
（２）児童生徒の演奏や演奏の場に対する反応を意識
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写真３　曲に合わせてマラカスを振るＢ君
写真４　会場内を歩き楽器に触れるＢ君
して観察すること，
（３）（１）（２）に関して附属側からの助言や見取り
の報告を照合すること，
の３点をとおして，特別支援教育における音楽鑑賞教
室の意義について理解を深める。
２．ねらいの達成に向けた具体的な手立てと成果
（１）企画構成に明確な視点を持つ
　これまでも音楽専攻の学生の多くが音楽鑑賞教室に
参加してきたが，選曲，演奏，司会進行に加え，指揮
も学生で行うことにより，４年生の学生指揮者２名と
２年生の運営メンバーによる運営班が生まれた。また，
学部側の取り組みが特別支援学校のねらいに即したも
のになるように，企画立案の各段階において特別支援
側の担当教員との打ち合わせを行ったが，その際に運
営班の学生も参加した。特にⅣの１（１）の第１回打
ち合わせから（２）までは，大学教員が過年度の活動
からみてとった特別支援の児童生徒の様子をもとに，
企画立案に関する助言を行った。その結果，１曲の長
さが長すぎないような選曲をする，例年通り指揮者体
験を各学部から１名ずつ行う，聴きながら打楽器を用
いて演奏に参加することができる曲を用意する，校歌
のほかに，学部間をとおして慣れ親しんでいる曲がな
いか特別支援側に調査し，演奏希望の曲を募る等の具
体的な工夫が学生による運営班から提示された。
　これは，Ⅴの１にある特別支援学校側のねらいを学
生が理解し，附属の児童生徒が「鑑賞」を楽しむこと
ができる環境を用意しようとした現れである。演奏時
間や聴きやすい選曲と構成，そしてⅤ１の二つ目に新
たに設定された「表現活動」に対して打楽器体験を企
画するなど，実態に応じて児童生徒が自分なりに参加
ができるようなバラエティをもった企画構成を行う工
夫ができたことが評価できる。
　Ⅳの１（３）第２回打ち合わせでは，音楽専攻学生
から特別支援学校側への質問に対して回答があり，「普
段の音楽活動の様子」として打楽器に慣れ親しんでい
る点や「感覚過敏の生徒の状況等」は大きな音，複数
の音が混ざり合う音や高い響きの特定の音が苦手なよ
うで，イヤマフを着用したり実態に応じて教師が対応
したりしている点などを確認した。その後，Ⅴの２
（２），（３）で示した手立てが講じられた。
　「表現活動」として，これまでの一緒に歌う等の活動
に加え，打楽器体験を導入したことは，実態に応じて
児童生徒が自分なりに参加ができる場が広がった点で
大きな効果があったといえる。教師の支援により参加
する気持ちが芽生える児童生徒もいると考えるが，同
様に音楽専攻学生が附属教員にならい児童生徒に直接
打楽器を手渡す，そばで一緒に演奏するなどの関わり
を積極的に持つ場面を生み出した点も，成果といえよ
う。
（２）児童生徒の様子を意識して観察する
　演奏を行うという役割上，音楽専攻学生はそのこと
だけに集中してしまうことが想定される。そこで，今
回は演奏位置から見えやすい場所にいる，または，近
くで会話をするなど関わった児童生徒に注目して観察
するよう大学教員から促し，記録しやすいような観察
シートを配布した。観察シートは，事前学習，鑑賞教室
当日の両方で活用し，学生によっては事前学習での様
子を観察した生徒を，鑑賞教室当日も継続して観察し
た者もいた。以下に観察シートの記述内容をまとめる。
■事前学習での観察で気づいたこと
・楽器や演奏している姿への興味：触ってみようとした，打楽
器を叩きながらも学生の演奏者をずっと見ていた。しかし近
くで吹くと耳をふさいだ。フルートの高い音が苦手なよう
だった。
・打楽器体験について：立ち上がって楽しそうにタンバリン等
演奏していた。一人ではやらなくても，教師や学生が一緒にや
ればやった。
・校歌について：非常に盛り上がり，驚いた。手拍子，体をゆ
すっている子が多かった。知っていて，しかも一緒に歌えるも
のは，より楽しいのだと改めて認識した。
・「Let it go」：一緒にうたう時に，頭をくるくる回したり，手を
動かしたりして全身で音を感じようとしていた。
■音楽鑑賞教室当日の観察で気づいたこと
・指揮者体験について：指揮者体験をしたことからか，その後
の校歌のときにも指揮をしていた。
・打楽器体験について：前に出てきて踊っている児童生徒が多
かった。２回目はさらにもりあがったが，１回目に友だちの様
子をみていた生徒も２回目には立ち上がって大きく踊ってい
た。
・楽しみにしていた様子：学生が到着したとき，すでに体育館
に来ている児童生徒がいた。大学生と少しお話しすると教師
と帰っていった。その子は楽器体験で楽団の近くで叩き，楽し
そうにしていた。帰り際もずっとお辞儀をしていた。
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・イヤマフをつけていながらも，音楽には乗っている生徒が印
象的であった。（写真５）
・ホルスト：曲調にあわせ，体や頭を自然に動かしていた。ま
た，顔の表情も真剣になったり柔らかくなったり，曲調により
はっきりと変わった。
・おとなしく見ていた児童が，終わり頃に楽団のほうへ近づい
てきて，置いてある楽器に触ろうとしていた。表情に出ないと
ころで興味をもってくれているあらわれかなと感じた。
（３）音楽専攻学生にみられた児童生徒理解の深まり
　（１）（２）を積極的に行うことを促した結果，学生
は実際に演奏を行う事前学習と音楽鑑賞教室当日の演
奏時に，様々な工夫を行った。たとえば，「楽しんでも
らう趣旨であるため，自分自身も楽しく演奏しようと
笑顔を心がけた」や，演奏の質について，「特別支援学
校の児童生徒の反応は正直なので，曲調の違いをしっ
かりと表現しようとした」などの記述が観察シートに
見られる。
　また，実施後，児童生徒の事後の変容について特別
支援学校でまとめた資料を運営班の学生に配布し，意
図をもった取り組みの成果について総括した。そこで
は，学生自身の観察による判断と相違があり，認識を
新たにした点が以下のように挙がった。
・打楽器体験はその場で楽しめるだけかと思っていたが，「その
後の日常で一緒に打楽器を叩く姿や，歌う姿が見られている」
という事後の変容の記録から，次に繋がっているのだと認識
を新たにした。
・「Let it go」：盛り上がった打楽器体験の後で，この曲では音量
もそれほどでもないので，盛り上がりに欠けてしまったよう
に捉えていたが，事後の考察を読み，ききながら，自分なりに
楽しんでくれたのだと理解した。このことから，楽しければす
なわち身体表現にでる，体を動かす，と思いがちだが，単純に
大きく体を動かしていたから，楽しかっただろう，と捉えられ
るのではないのだと思った。
　これは，本研究の鍵である特別支援学校との「連携」
が学生の児童生徒理解の深まりに貢献したことを示
す。（１）（２）をとおして音楽専攻学生が学んだこと
は，ともすると一方的な理解に過ぎないかもしれない
ところ，今回，特別支援学校から児童生徒の変容の報
告をフィードバックされたことで，上記のように気づ
くことができたのである。「楽しかった」鑑賞会を提供
する意義は，その日その場が楽しかっただけでなく，
児童生徒のその後の学びにも継続的につながっていく
ことにある，と理解したり，一見わかりやすい身体表
現に大きく現れることがすなわち「楽しんでいる」と
捉えられるのでないのだと気づいたりしたことは，学
生の変容を示している。
３．考察
　Ⅴの２で記した成果から，音楽専攻学生側の取り組
みのねらいに関して（１）では特別支援学校のねらい
を理解して「鑑賞」や「表現活動」が充実するような
明確な視点をもった企画構成の工夫を行うことができ
たと考える。また，（２）では，企画構成の視点を踏ま
えて，より注意深く意識的に児童生徒を観察し，学生
なりに多くの気付きが生じたといえる。Ⅴの２（２）
（３）で示した音楽専攻学生の観察記録や総括から，
学生が意欲的に観察しようとしただけでなく，これま
でになかった視点を得ることができたと考える。たと
えば，多くの児童生徒の反応から特別支援学校の児童
生徒は一般に感情が素直な身体反応に出やすいと大ま
かに捉えていたものが変化し，「鑑賞教室の間はおとな
しく聴いていたように見えた小学部のＢ君が，終了後
に楽器を触りに来た」や，「表情の違いから曲想をよく
捉えているようだ」，また，「単純に大きく体を動かし
ていたから楽しかったのだろう，とは捉えられない」
という記述が見てとれる。
　今回，特別支援学校から児童生徒の変容の報告を
フィードバックされたことにより，音楽専攻学生の児
童生徒の理解は一層深まったと考えられる。
　また，本研究では特別支援学校側の取り組みを共有
し，理解してきたことにより，中長期的な支援の手立
てが有効に働いていると学生も気づくことができた。
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写真５　打楽器体験を楽しむ生徒の様子
たとえば，ホルストの曲のように，あまり知らない曲
でも，CD音源を用いて曲に慣れ親しみ，事前学習を経
て鑑賞教室に臨むというように，手立てにある程度の
時間をかけていることで，当日の児童生徒は集中して
鑑賞し，楽しむことができたのではないかと総括した
学生がいた。また事前学習での経験をもとに，鑑賞教
室当日は流れや反応を見ながら，進行することができ
た，という声もあった。打楽器体験の２回目を行った
ことは，その一つだが，事前学習の効果を認めた点や，
２回目を行った際の児童生徒の様子を細かく観察した
学生がいた点は，取り組みのつながりを意識できたと
評価したい。さらに，４年生の中には昨年度実習で担
当した生徒を探して観察し，１年間の変化に着目して
観察した学生もいた。
　これらのことから，一連の取り組みをとおして教育
学部音楽専攻学生が，特別支援学校での音楽鑑賞教室
において，これまでとは異なった観察の視点を獲得し，
中長期的な手立てを踏まえた企画や支援の重要性につ
いて考察をしたと評価できる。特別支援教育における
音楽鑑賞教室の意義について，一定の理解を深めるこ
とができたと考える。
Ⅶ．まとめ
　本共同研究においては，これまでも数年にわたり
行ってきた特別支援学校での音楽鑑賞教室という，言
わば「年中行事」を，互いの「ねらい」をすり合わせ
ながら，積極的に意図をもって取り組み，その記録を
まとめ情報交換することにより，前章までの考察で述
べたとおり，両者の取り組みの効果を深め，意義をよ
り明白にすることができたと考える。教育学部側では
（すごう　ちほ・きむら　ようこ・いしい　たつや・まつもと　ゆたか）
主体となった運営班の音楽専攻学生に，特別支援学校
での音楽鑑賞教室に対する理解が深まったといえ，ま
た特別支援学校では，普段の見取りや支援に加え音楽
鑑賞教室を新しい軸に，児童生徒の変容が見られ，支
援の手立ての視点を得ることができたといえよう。音
楽鑑賞教室のような大きな行事には，「音楽」という要
素のほかにも「イベント」という側面があり，その意
味でなかなか継続的な取り組みと捉えにくい傾向にあ
るが，本研究の成果がスタートラインとなり，これを
基礎研究として今後も継続して深めていくべきものだ
と感じている。
　最後に，快く共同研究に同意くださった特別支援学
校の研究者チームの方々，ご協力いただいたすべての
特別支援学校の教職員の方々，ならびに本稿執筆に際
して指導助言をいただいた本学教育学部霜田浩信准教
授に感謝の意を表し，結びとする。
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